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8月12日（土） 
京都市上京区烏丸通上立売下ル御所八幡町103
○地下鉄烏丸線「今出川」駅から徒歩1分
○京阪電車「出町柳」駅から徒歩20分バス停「烏丸今出川」から徒歩3分

10：00～
16：30開催

先着順ですが、京都弁護士会への
事前申込みにより席を確保致します。

お問い合せ先

▶ 映画「ルーム」上映会
▶ 山本  潤さん 講演
▶ 
　犯罪被害からの回復のために

パネルディスカッション

（「13歳、『私』をなくした私 性暴力と生きることのリアル」朝日新聞出版 著者）

午前の部 /午前10時 開場
上映開始 /午前10時30分

午後の部 /午後1時30分 開場
講演開始 /午後1時50分

主催：京都弁護士会　共催：日本弁護士連合会　後援：公益社団法人京都犯罪被害者支援センター

入場無料
事前申込不要

（定員座席約800席）



第60回日本弁護士連合会人権擁護大会プレシンポジウム

午前の部

映画「ルーム」上映
アイルランド出身の作家エマ・ドナヒューのベストセラー小説「部屋」を
映画化。監禁された女性と、そこで生まれ育った息子が、長らく断絶さ
れていた外界へと脱出し、社会へ適応していく過程で生じる葛藤や
苦悩を描いたドラマ。第88回アカデミー賞で作品賞ほか4部門にノミ
ネートされ、息子とともに生きようとする母を熱演した「ショート・ターム」
のブリー・ラーソンが、主演女優賞を初ノミネートで受賞した。監督は
「FRANK フランク」のレニー・アブラハムソン。7年前から施錠された
部屋に監禁されているジョイと、彼女がそこで出産し、外の世界を知
らずに育った5歳の息子ジャック。部屋しか知らない息子に外の世界
を教えるため、自らの奪われた人生を取り戻すため、ジョイは全てをか
けて脱出するが……。

13歳から7年間実父より性暴力を受ける。その後、約30年にわたる
葛藤と苦悩というハードルを乗り越え、性暴力被害の実態を伝え、
被害者支援制度を充実させるための活動を続ける。

アカデミー主演女優賞、ゴールデングロ－ブ主演女
優賞、放送映画批評家協会賞子役賞・主演女優
賞など数々の映画賞受賞作品

午前の部開場・・・・午前10時00分
上映開始・・・・・・・・・・午前10時30分（約2時間）

山本  潤さん 講演
（「13歳、『私』をなくした私 性暴力と生きることのリアル」朝日新聞出版 著者）

午後の部 午後の部開場・・・・午後1時30分
講演開始・・・・・・・・・・午後1時50分

氏  　名
又は団体名

FAX 075-231-2373参加申込書
フリガナ

参加者数

名

(C) ElementPictures / RoomProductionsInc / ChannelFourTelevisionCorporation2015

パネルディスカッション

～犯罪被害からの回復のために～
吉田  誠司さん

山本  潤さん
保﨑  恵理子さん 福井  千津さん

（京都府家庭支援総合センター長）
平成27年8月に設立した京都SARA事務局
の責任者として、本年3月まで、京都府健康福
祉部家庭支援課長として関わり、関係各機関
との連携を含め京都SARAの運営に携わる。

（京都府警察本部警務部警務課犯罪被害者
支援室室長補佐、臨床心理士）
平成12年10月、京都府警に臨床心理士の
有資格者として採用される。多年にわたり犯罪
被害者へのカウンセリングや法廷等への付き
添い活動など、数多くの犯罪被害者支援に従
事している。

大脇  美保さん
（弁護士）
京都弁護士会ワンストップセンター支援
チーム座長、犯罪被害者支援委員会委
員、両性の平等に関する委員会委員

講演終了後

コーディネーター

パ ネ ラ ー

▶シンポジウム終了予定時間・・・・・・・・・午後 4時 30分頃

先着順ですが、京都弁護士会への
事前申込みにより席を確保致します。

（京都犯罪被害者支援センター理事、弁護士）


